義父と家族と共に
　私は人間が本来持っている幸せに生きようとする力を信じています。

　１５年ほど前から義父の認知症がはじまり、そのころの私は、どうして？の繰り返しの中で生きていました。もとの義父を知っているだけに先の見えない暗いトンネルの中にいるようでした。様々な所へ相談にも行きましたが、一筋の光が見えたのはケアマネジャーさんの一言でした。

　「大丈夫ですよ。」この言葉に私は救われ、心が軽くなり、一日一日を地に足をつけ、しっかり生きていこうと決めました。

　そして、知らないから不安なのだと気づき、私はその認知症を知ろうと決心しました。その後、私も介護の職に就き、心の余裕ができました。最近は近所の方も義父の話し相手になってくださっています。

　今の私と義父があるのは、週一で通っているデイサービスの職員の方やケアマネジャーさんや周りの皆さんのおかげです。毎日感謝の気持ちで一杯です。

　これからも強い気持ちで義父と家族と共に幸せに向っていこうと思います。
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